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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！ 

一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他　

こ
ん
な
議
案
を
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議
し
ま
し
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鋭
く
迫
る
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一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他　

 町長
３年に一度の見直しで
現在審議中

介護保険料値上げを
考えているか

 町長
財政状況等を勘案して
いきたい

給食費全額無料化を
考えているか

質
問
町
長
は
小
学
生
の
給
食
費
の

半
額
を
補
助
す
る
と
し
、
中

学
生
に
関
し
て
は
対
象
外
と
し
て
い

た
が
、
今
年
度
は
、
中
学
生
も
含
め

補
助
し
て
い
る
。
今
後
全
額
無
料
化

は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
町
長　
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
、
人

口
増
に
つ
な
げ
る
施
策
と
し
て
、
今

年
度
小
中
学
生
の
給
食
費
を
４
分
の

１
免
除
し
て
い
る
。
一
方
で
給
食
費

は
、
受
益
者
が
負
担
す
る
の
が
原
則

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
後
の
無
料

化
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況
や
他
市

町
村
の
動
向
も
把
握
し
な
が
ら
考
え

て
い
く
。

地
方
力
を
発
揮
す
る
住
民

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
は

質
問
「
玉
村
町
版
生
涯
活
躍
の
ま

ち
」
構
想
（
※
１
）
は
。

答
弁
経
営
企
画
課
長　
玉
村
町
版

の
構
想
で
は
、
建
物
を
建
て

た
り
エ
リ
ア
を
限
定
す
る
の
で
は
な

く
、
今
あ
る
制
度
の
充
実
や
新
た
な

施
策
の
構
築
に
よ
り
、
若
者
や
子
育

て
世
代
、
シ
ニ
ア
層
な
ど
幅
広
い
人

た
ち
の
移
住
・
定
住
を
促
進
し
て
い

く
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
。

質
問
銀
座
に
あ
る
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ

ん
家
」
の
活
用
方
法
は
。

答
弁
町
長　
今
年
か
ら
職
員
を
１

人
派
遣
し
、
４
月
に
は
「
た

ま
む
ら
ま
ち
カ
フ
ェ
」
を
、
５
月
に

は
農
業
委
員
会
が
「
玉
村
初
夏
の
野

菜
市
」
を
行
い
、
玉
村
産
野
菜
３
０

０
セ
ッ
ト
を
完
売
し
た
。
今
後
も
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
町
を
紹
介
し
て
い
く
。

質
問
平
成
32
年
度
に
は
勤
労
者

セ
ン
タ
ー
を
Ｊ
Ａ
に
返
還

す
る
予
定
だ
が
、
勤
労
者
セ
ン
タ
ー

と
ふ
る
ハ
ー
ト
交
流
館
の
機
能
を
兼

ね
た「
世
代
交
流
多
目
的
施
設
」（
※
２
）

の
建
設
計
画
は
。

答
弁
町
長　
計
画
さ
れ
て
い
る
世

代
交
流
多
目
的
施
設
の
建
設

は
財
政
的
に
難
し
い
た
め
、
ま
ず
は

既
存
の
公
共
施
設
の
利
活
用
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の

整
備
状
況
は

質
問
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の

整
備
状
況
と
、
社
会
体
育

館
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
状
況
は
ど
う

か
。答

弁
町
長　
町
内
９
ヵ
所
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備
状
況
は
良
好

で
、
社
会
体
育
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
定

期
的
に
除
草
作
業
を
し
て
い
る
。
今

後
も
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

※
１
【
玉
村
町
版
生
涯
活
躍
の
ま
ち
と
は
】

　
　
　
９
ペ
ー
ジ
を
参
照

※
２
【
世
代
交
流
多
目
的
施
設
と
は
】
役
場
周
辺
地

区
公
共
施
設
等
高
度
利
用
計
画
に
お
け
る
多
世

代
が
利
用
で
き
る
町
民
交
流
施
設
。

質
問
玉
村
町
介
護
保
険
特
別
会
計

も
既
に
基
金
は
こ
こ
数
年
底

を
つ
き
、
運
営
に
い
つ
支
障
が
出
て

も
お
か
し
く
な
い
が
、
保
険
料
の
見

直
し
、
値
上
げ
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
町
長　
町
の
介
護
保
険
基
金

は
平
成
25
年
度
で
残
高
が
０

円
と
な
っ
た
た
め
、
25
年
度
に
６
４

５
万
円
、
26
年
度
に
は
８
３
０
０
万

円
を
県
の
「
財
政
安
定
化
基
金
」
よ

り
借
り
入
れ
、
介
護
保
険
特
別
会
計

を
運
営
し
た
。

　

平
成
27
年
度
、
28
年
度
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
借
り
入
れ
す
る
こ
と
な

く
済
ん
で
お
り
、
29
年
度
も
借
り
入

れ
す
る
こ
と
な
く
運
営
で
き
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
。

　

介
護
保
険
料
は
３
年
に
一
度
見
直

し
を
行
い
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
保

険
料
を
今
年
度
算
出
す
る
が
、
新
保

険
料
の
算
定
に
は
よ
い
方
向
で
働
く

も
の
と
思
う
。

質
問
こ
こ
数
年
の
受
給
者
数
の
変

遷
は
ど
う
か
。

答
弁
町
長　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実

利
用
者
数
は
、
平
成
25
年
度

１
０
７
８
人
が
、
28
年
度
に
は
１
１

９
７
人
と
な
っ
て
お
り
、
緩
や
か
な

が
ら
増
加
傾
向
に
あ
る
。

健
全
な
財
政
の
あ
り
よ
う
は

質
問
先
に
開
催
さ
れ
た
、
ふ
れ
あ

い
座
談
会
に
お
い
て
町
長

は
、
今
後
の
町
の
課
題
と
し
て
人
口

減
少
と
、
財
政
の
健
全
化
を
挙
げ
て

い
た
。
財
政
調
整
基
金
は
極
め
て
急

激
に
減
少
し
て
い
る
が
、
目
指
す
健

全
な
自
治
体
財
政
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁
町
長　
財
政
の
健
全
化
を
示

す
、
平
成
27
年
度
決
算
に
お

け
る
本
町
の
健
全
化
判
断
比
率
（
※
１
）

や
資
金
不
足
比
率
（
※
２
）
な
ど
の
指

標
は
、
基
準
を
大
き
く
下
回
っ
て
お

り
、
町
の
財
政
は
健
全
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
近
年
の
社
会
保

障
経
費
の
増
大
や
老
朽
化
す
る
施
設

の
整
備
な
ど
、
厳
し
い
状
況
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
将
来
に
わ
た
り
持
続

可
能
な
財
政
基
盤
を
構
築
し
、
健
全

な
町
財
政
を
目
指
し
て
い
く
。

こ
ん
な
質
問
も
し
て
い
ま
す

• 

水
道
事
業
に
つ
い
て
聞
く

• 

生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
と
は

• 

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
国
際
小
学
校
に
対
す

る
期
待
と
認
識
を
聞
く

※
１
【
健
全
化
判
断
比
率
と
は
】

自
治
体
財
政
の
健
全
化
を
示
す
４
つ
の
指
標
。

数
値
が
大
き
い
ほ
ど
財
政
状
況
は
悪
い
と
さ

れ
る
。

※
２
【
資
金
不
足
比
率
と
は
】

公
営
企
業
会
計
で
、
事
業
規
模
に
対
す
る
手

持
ち
資
金
の
不
足
の
割
合
。
低
い
ほ
ど
健
全

と
さ
れ
る
。

老朽化が進む町施設

県内でも進みつつある給食費補助




